
◎
論

説

小
特
集
◎
中
国
語
教
育
と
研
究

社
会

の
変
遷
と
言
語

の
変
化

新
語
に
見
ら
れ
る
呼
称
語

劉

柏

林

　
・
…

言
語
は
時
代
の
発
展
に
従

っ
て
、
既
存
の
も
の
で
は
社
会

の
現
状

を
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
新
語
が
生
ま
れ
く
る
も
の
で

あ
る
。
歴
史

の
資
料
を
見
る
と
、
中
国
で
は
何
回
か
新
語
が
生
ま
れ

る
ピ
ー
ク
が
あ

っ
た
。
魏
晋
南
北
朝

に
は
、
仏
教
言
語
か
ら
た
く
さ

ん
の
用
語

が
漢
語

の
新
語
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
唐
代

に
は
西

域
か
ら
数
多
く

の
言
葉
が
漢
語
に
入

っ
て
き
た
。

一
九
二
〇
年
代
に

は
中
国
で
は

「白
話
文
運
動
」
が
広
く
行
わ
れ
、
外
国
語

の
大
量
の

語
彙
と
表

現
法
が
漢
語
に
入

っ
て
き
た
。
新
中
国
に
な

っ
て
か
ら
は
、

社
会
主
義
制
度

の
確
立
に
よ

っ
て
、
文
字

の
簡
略
化
が
推
進
さ
れ
、

そ
れ
に
伴

っ
て
、
新
し
い
言
葉
と
表
現
法
が
数
多
く
生
ま
れ
た
。

一

九
八
〇
年

代
か
ら
、
中
国

で
は
改
革
開
放
政
策
が
と
ら
れ
て
、
市
場

経
済

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
導
入
さ
れ
、
海
外
か
ら
の
投
資
や
技
術
の
導

入
と
同
時

に
海
外
の
文
化
も
中
国
に
入

っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
中

国
社
会
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普

及
に
よ

っ
て
、
各
分
野
に
た
く
さ
ん
の
新
語

が
出
現
し
た
。

こ
の
二
〇
年
間
、
新
語
が
平
均
し
て
毎
日

三
語
と
い
う
勢

い
で
生

ま
れ
て
き
た
と
い
う
。
最
近

の
数
年
間
で
は
十
数
冊
も
の
新
語
辞
書

ハ　
　

が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち

の

一
つ
で
、
中

国
の
商
務
印
書
館

で
出

版
さ
れ
た

『新
華
新
詞
語
詞
典
』
に
は
中
国
社
会

に
お
け
る
使
用
頻

度
の
高

い
新
語
二
二
〇
〇
項
目
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
言
葉
が
四

〇
〇
〇
項
目
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
語
彙

は
政
治
、
経
済
、
社
会

保
障
、
国
際
関
係
、
I
T
、
医
学
、
環
境
保
護

、
ス
ポ
ー
ツ
、
法
律
、

教
育
、
科
学
技
術
、
軍
事
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
不
動
産
な
ど
、
社
会

の
各
分
野
に
渉

っ
て
い
る
。
中
国

で
は
経
済
活
動

の
展
開
に
つ
れ
て
、

社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
に
も
変
化
が
起
り

つ
つ
あ
り
、
人
の
呼
称

も
変
わ

っ
て
い
る
。
筆
者
は
言
語
と
文
化

の
視
点
か
ら
、
こ
の
辞
書
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を
調
べ
て
み
た
が
、
人
の
呼
称
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
が

一
〇

五
語
に
も
上

っ
て
い
る
。
中
国
社
会
の
生
活

に
お
い
て
、
新
し
い
呼

称
語
は
実

際
に
は
も
っ
と
多

い
。
概
観
し
た
中
か
ら
集

め
た
新
し
い

人
的
関
係
呼
称
語
は
下

の

一
覧

に
整
理
し
た
よ
う
に
三
五
〇
語
あ
ま

り
で
あ
る
。
中
国
で
呼
称
語

の
出
現
が
短
期
間
に
こ
の
よ
う
に
数
多

く
見
ら
れ

る
の
は
空
前

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

呼
称

の
問
題
は
、
人
々
の
社
会
的
属
性
や
人
間
関
係

の
価
値
観
を

反
映
し
、

そ
の
社
会

の
文
化
、
政
治
的
背
景
、
伝
統
、
習
慣
と
密
接

な
関
わ
り
を
持

っ
て
い
る
。
言
葉
の
中
に
呼
称
語
が
豊
富

で
、
複
雑

で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
そ
の
民
族
が
人
間
関
係
、
人

の
身
分
や
地
位

を
重
視
す

る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
言
え
る
。
お
そ
ら
く
中
国
人

ほ
ど
呼
称
語

に
拘
る
民
族
は
な
か
ろ
う
。
中
国
語
は
も
と
も
と
呼
称

語
が
多

か

っ
た
の
だ
が
、
社
会
の
大
き
な
変
化
に
伴

っ
て
、
人
々
の

社
会

で
の
役
割
分
担
や
存
在
の
仕
方
に
も
変
化
が
見
ら
れ
、
人
間
関

係
も
絶
え
ず
調
整
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
人
に
関
す
る
新
し
い
呼
称
語

が
生
ま
れ

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
古

い
呼
び
方
も
新
語
と
し
て
再
登

場
し
、
新

し
い
意
味
合

い
を

つ
け
て
用

い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で

あ
る
。
例
え
ぼ
、
新
し
い
呼
称
語

の

「打
工
仔
」
(出
稼
ぎ
人
夫
)
、
「打
工

妹
」
(出
稼
ぎ
娘
)
、
「辣
妹
子
」
(ホ

ッ
ト
ガ
ー
ル
)、
「款
苓
」
(金
持

ち
)
、
「袷

日
族
」
(日
本
大
好
き
族
)
な
ど
に
加
え
て
、
旧
い
呼
び
方

の
復
活
し
た

「老
板
」

(商
店

の
主
人
、
社
長
)
、

「老
板
娘
」
(お
か

み
さ
ん
、
社
長
夫
人
)
な
ど
や
旧
い
呼
び
方
に
新
し
い
意
味
の
添
加

さ
れ
た

「愛
人
」

(配
偶
者
)、

「同
志
」
な
ど

が
入
り
混
じ

っ
て
い

る
。
新
語
や
呼
称
語
は
社
会
の
万
華
鏡

で
あ
り
、
社
会

の
発
展
と
変

化
を
観
察
す
る
た
め
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
。
新
語
お
よ
び
そ

の
呼
称
語
の
意
味
、
社
会
的
な
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
、
お
よ
び
新

し
い
呼
称
語

の
特
質
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
は
社
会

の
変
化
や
発

展

の
性
格
を
知
る
重
要
な
手
段
と
も
な
る
。

本
稿

で
は
、
激
動
す
る

一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
中
国
社
会
に
現
れ

た
人

に
関
す
る
新
し

い
呼
称
語
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る

日
本
語

の
訳
語
を
提
示
し
て
み
た
。
読
者

の
中
国
理
解
に
役
に
立

つ

こ
と
が
あ
れ
ぼ
幸

い
で
あ
る
。
ま
た
新
し
い
呼
称
語

の
選
択
や
対
応

す
る
日
本
語
表
現
の
あ

て
方

に
つ
い
て
、
読

者
か
ら
是
非
ご
批
判
を

い
た
だ
き
た

い
と
願

っ
て
い
る
。

新
し
い
呼
称
語
の
分
類
と
日
本
語
訳
・意
味

e

職
業

〔中
国
語
〕

衣
民
工

打
工
族

打
工
仔

洋
打
工

老
板

〔日
本
語
〕

出
稼
ぎ
農
民

出
稼
ぎ
族
、
フ
リ
ー
タ
ー

出
稼
ぎ
人
夫

(外
国
か
ら
来
た
)
出
稼
ぎ
外
人

大
将
、社
長
(商
店
や
工
場
な
ど
の
主
人
、個
人
経
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介
体
戸

暴
友
戸

包
工
美

小
白
領

的
寄
摩
的
人

板
苓
黒
領
蓋
領
金
領
金
領
工
人

文
員
老
怠
礼
侠
先
生

自
由
撰
稿
人

形
象
大
使
/
形
象
代
吉
人

形
象
没
汁
師

鉋
街
先
生

屯
視
人

蜘
蛛
人

地
陪

営
者
)

個
人
経
営

・
自
営
業
者

成
金
請
負
業
の
か
し
ら
、親
方

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
(高
収
入
の
若
者
)

男
性
タ
ク
シ
ー
運
転
手

オ
ー
ト
バ
イ
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

人
力
三
輪
車

の
車
夫

三
K
労
働
者

ブ

ル
ー
カ
ラ
ー

ビ
ジ
ネ
ス

・
エ
リ
ー
ト

高
級
技
術
労
働
者

文
章
担
当
者

(書
記
)

技
師
長
、
編
集
長
、社
長

(催
し
の
)
男
性

コ
ン
パ

ニ
オ
ン

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ス
タ
イ
リ
ス
ト
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト男
性
保
険
外
交
員

テ
レ
ビ
番
組
制
作
者

ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
窓
清
掃
員

現
地
ガ
イ
ド

全
陪

全
行
程
随
行
員

野
尋

①
無
免
許
ガ
イ
ド

②
悪
質
な
ガ
イ
ド

凋
酒
師

バ
ー
テ
ン
ダ
ー

C
1
0

首
席
情
報
管
理
官

C
O
O

首
席
運
営
官

C
E
O

最
高
経
営
責
任
者
、
C
E
O

C
K
O

首
席
知
識
官

C
F
O

首
席
監
査
役

D
J

番
組
司
会
者

S
O
H
O
族

S
O
H
O
族

猪
美

人
材
派
遣
人
、
ヘ
ッ
ド

ハ
ン
タ
ー

猫
戸

①
猟
師

②
人
材
派
遣

業
者

自
由
取
並
者

自
由
業
者

升
炭
商

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

小
保
姻

若

い
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
お
手
伝

い
さ
ん

打
工
妹

出
稼
ぎ
娘

小
吋
工
/
紳
点
工

パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、通

い
の
お
手
伝

い
さ
ん

空
姐

ス
チ

ュ
ワ
ー
デ

ス
、女
性
客
室
乗
務
員

室
艘

既
婚
の
女
性
客
室
乗
務
員
(
ス
チ

ュ
ワ
ー
デ
ス
)

的
姐

女
性
タ
ク
シ
ー
運
転
手

尋
殉
小
姐

デ
パ
ー
ト
、商
店

の
案
内

嬢

公
美
小
姐

(企
業

の
)
渉
外
接
待
嬢

粉
領

女
性
事
務
員
、
O
L
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牧
銀
小
姐

尋
呼
小
姐

尋
游
小
姐

礼
侠
小
姐

坐
台
小
姐

名
模
服
装
模
特

超
級
模
特

月
艘
小
美
女
作
家

巴
媛
/
巴
姐

郎
媛
険
媛
保
安
艘

若
い
女
性

の
レ
ジ
係

ポ
ケ
ベ
ル
交
換
手

女
性
ガ
イ
ド

(催
し
の
)女
性

コ
ン
パ
ニ
オ

ン
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ガ
ー
ル

ホ
ス
テ
ス
、
キ
ャ
バ
ク
ラ
嬢

ト

ッ
プ

モ
デ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

ス
ー
パ
ー

・
モ
デ
ル

出
産
介
護
者

若
い
美
人
作
家

バ
ス
会
社

の
女
性
従
業
員

既
婚
女
性
郵
便
局
員

既
婚
女
性
保
険
外
交
員

女
性
警
備
員

口

社
会

下
山図
工
人

リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
労
働
者

下
山図
人
員
(下
山図
族
)

失
業
者
、
リ
ス
ト
ラ
族

叉
工
/

志
　
者

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

瓢
族
/

瓢

一
代

フ
リ
ー
の
エ
ン
ジ

ニ
ア

先
生

①
成
人

の
男
性
に
対
す
る
呼
称

②

(ご
)
主
人

小
姐

素
食
族

丁
克
族

新
好
男
人

単
身
貴
族

工
薪
族

平
面
人

老
三
届

新
三
届

侃
苓
家
庭
主
男

小
皇
帝

噌
蝿
変
性
人

並
内
人

鉄
寄
伯

鉄
姐
伯

老
公
旧
人
炎

新
人
炎

・
新
新
人
炎 ①

未
婚

の
女
性
に
対
す

る
呼
称

②
風
俗
業
に

従
事
す
る
女
性

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、菜
食
主
義
者

D
I
N
K
S
、
デ
ィ
ン
ク

ス
(共
稼
ぎ
で
子
供
の

い
な
い
夫
婦
)

紳
士
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

独
身
貴
族

給
与
生
活
者
、サ
ラ
リ
ー

マ
ン

物

の
見
方
や
考
え
方
に
深
み
の
な
い
人

六
六
、六
七
、六
八
年

(中

)高
卒

七
〇
、七

一
、七
二
年

(中

)高
卒

お
し
ゃ
べ
り
な
男
性

専
業
主
夫

小
皇
帝

(甘
え
ん
坊

で
わ
が
ま
ま
に
育

っ
た

一

人

っ
子
)

キ
ャ
バ
レ
ー
好
き

性
転
換
者

業
界
人

男
同
士

の
親
友

女
同
士

の
親
友

主
人
、
う
ち
の
旦
那

一
九
七
〇
年
代
以
前
に
生
ま
れ
た
世
代

新
人
類
(
一
九
七
〇
年
代
・
一
九
八
〇
年
代
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新
生
代

香
蕉
人

善
意
第
三
人

老
外
老
氾
公
余
人
物

知
本
家

照
主
辺
縁
人

給
椅
族

第
三
者

並
主
盲
流

白
領
族

白
領
雨
人

托倒
苓
房
虫
啄
木
島

大
倦
/
大
款

師
傅

以
降
に
生

ま
れ
た
若
者
)

実
力
の
あ
る
若

い
世
代

外
国
育
ち

の
中
国
人

善
意
の
第

三
者

①
外
人
さ
ん

②
門
外
漢

記
者

(自
称
)

マ
ス
コ
ミ
に
注
目
さ
れ
て
い
る
話
題

の
人
物

高
度
な
知
識
を
元
手
に
社
会
的
に
成
功
し
た
人

営
業
免
許

(所
持
者
)
保
有
者

キ
ョ
ー
カ
イ
人
(境
界
人
)

車
椅
子
族

(身
体
障
害
者
)

①
第
三
者

②
浮
気

の
相
手

①
不
動
産

の
オ
ー
ナ
ー

②
家
主

都
市
流
入
求
職
者

(農
村
か
ら
都
市

へ
無
秩
序
に

流
れ
込
む
出
稼
ぎ
農
民
。
差
別
語
)

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

女
性
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

さ
く
ら
、
や
ら
せ
の
客

闇
ブ

ロ
ー
カ
ー

不
動
産
ブ

ロ
ー
カ
ー

顧
客
サ
ー
ビ
ス
覆
面
監
視
員

金
持
ち

親
方
(男
女
を
問
わ
な

い
。
一
九
七
〇
年
代
以
降

外
企
人

膀
苓
外
星
人

猛
男
少
年
並
主

寺
並
戸

万
元
戸

折
迂
戸

釘
子
戸

美
系
戸

困
碓
戸

特
困
戸

住
房
特
困

冒
尖
戸

救
済
戸

救
助
戸

女
強
人

軍
艘
警
媛
芭
艘
代
孕
母
来

単
来
娼
娼

流
行
し
た
呼
称
)

外
国
企
業
で
働
く
人

上
半
身
裸
の
下
町
の
男
性

エ
イ
リ
ア
ン

筋
肉
マ
ン

未
成
年
の
家
の
所
有
者

専
業
農
家

万
元
戸
(年
収

一
万
元
以
上
の
世
帯
)

移
転
世
帯

移
転
拒
否
世
帯

得
意
先
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

困
窮
家
庭

特
別
困
窮
家
庭

住
宅
困
難
家
庭

突
出
富
裕
家
庭

生
活
保
護
世
帯

生
活
保
護
世
帯

強
い
女

軍
人
の
妻

警
察
官
の
妻

バ
レ
ー
で
体
の
鍛
錬
を
す
る
既
婚
女
性

代
理
母

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
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未
婚
娼
娼

未
婚
子
女

全
取
太
太

全
取
嬌
娼

回
家
如
女

女
性
主
叉
者

大
婆
小
蜜
二
妨
愛
人
留
守
女
士

准
赴
女

大
男
大
女

大
齢
青
年

露
水
夫
妻

紅
唇
族

不
完
美
女
核

槙
榔
西
施

肥
娘
肥
女
炭
廊
妹

杯
球
小
姐

世
界
小
姐

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、未
婚

の
母

①
未
婚

の
子
供

②

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
子

専
業
主
婦

子
供
を
も

つ
専
業
主
婦

仕
事
を
や
め
て
専
業
主
婦
に
な
っ
た
女
性

フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト

本
妻
秘
書
兼
愛
人

妾
、
二
号

(夫
人
)

①
配
偶
者

②
愛
人

海
外
出
稼
ぎ
者

の
妻

結
婚

に
無
関
心
な
娘

結
婚
適
齢
期
を
過
ぎ
た
男
女

結
婚
適
齢
期
を
過
ぎ
た
人

同
棲
し
て
い
る
男
女

①

ビ
ン
ロ
ウ
好
き

②
口
紅
族

九
〇
点
ガ
ー
ル

ビ

ン
ロ
ウ
売
り
の
女
性

バ
ー
の
マ
マ

バ
ー
の
ホ
ス
テ
ス

ヘ
ア
サ

ロ
ン
の
女
の
子
(風
俗
業
)

ミ

ス

・
ユ
ニ
バ
ー
ス

ミ

ス

・
ワ
ー
ル
ド

失
足
青
年

同
題
几
童

同
題
少
年

千
年
娃
娃

竹
箏
族

陪
老
青
春
族

同
志
色
狼
牟
狼
外
来
戸

外
来
妹

名
脂
新
新
女
生

B
B
V
I
P

辮
手
老
土

訳
あ
り
の
青
年
、
非
行
歴

の
あ
る
若
者

問
題
児

問
題
少
年

ミ
レ
ニ
ア
ム
キ
ッ
ズ

竹
の
子
族

老
人

の
話
し
相
手

若
者

(
一
五
-
三
五
歳
)

①
同
志

②
同
性
愛
者

ス
ケ
ベ
、色
情
狂
、色
き
ち
が
い

暴
走
族

よ
そ
者

出
稼
ぎ
娘

テ
レ
ビ
の
ト

ッ
プ
司
会
者

個
性
派
女
子
学
生

'(
:v
　
(bab
y
)

要
人
、貴
賓
、
V
I
P

弁
論
者

ダ
サ
イ
人
、時
代
遅
れ
の
人

日

政
治

・
行
政

忌
没
汁
師

特
首

総
設
計
師
(鄙
小
平
を
指
す
)

特
別
行
政
区
長
官
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国
家
公
劣
員

空
降
兵

桂
取
干
部

海
旧
(亀
)

一
把
手

廉
内
助

食
内
助

走
渓
干
部

村
官
第

一
代
領
尋
人

第
二
代
領
尋
人

第
三
代
領
尋
人

第
四
代
領
尋
人

婆
婆
弱
勢
群
体

強
勢
群
体

新
長
征
突
缶
手

国
家
公
務
員

地
方
出
向
幹
部

元
来
の
職
を
保
留
し
、
一
時
的
に
あ
る
職
を
ひ
き

う
け
る
役
人

帰
国
中
堅

ス
タ
ッ
フ

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

清
廉
幹
部

の
夫
人

汚
職
幹
部

の
夫
人

単
身
赴
任

の
通

い
の
幹
部

村
役
人

新
中
国
第

一
世
代
指
導
者
〔毛
沢
東
を
中
心
と
し

た
指
導
グ
ル
ー
プ
(周
恩
来
、
劉
少
奇
、朱
徳
な
ど

を
指
す
)〕

新
中
国
第
二
世
代
指
導
者
(郵
小
平
を
中
心
と
し

た
指
導
グ
ル
ー
プ
)

新
中
国
第
三
世
代
指
導
者
(江
沢
民
を
中
心
と
し

た
指
導
グ
ル
ー
プ
)

新
中
国
第
四
世
代
指
導
者

(胡
錦
涛
、
温
家
宝
な

ど
を
中
心
と
し
た
指
導
グ

ル
ー
プ
)

①
し
ゅ
う
と
め

②

口
や
か
ま
し
い
目
付
け
役

社
会
的
弱
者
層

社
会
的
強
者
層

若
手
特
別
功
労
者

双
規
人

四

経
済

納
税
人

彩
民
彩
迷
巨
食
大
款
款
苓
富
婆
倒
苓
金
融
妙
家

官
倒
股
坪
家

散
戸
套
牢
族

消
費
者

債
板
人

股
民
妙
家

軟
禁
被
疑
者
(規
定
さ
れ
た
場
所
と
時
間
帯
で
紀

律
検
査
委
員
会
の
担
当
者
に
汚
職
や
犯
罪
行
為

を
供
述
さ
せ
ら
れ
る
党
幹
部
)

納
税
者

宝
く
じ
フ
ァ
ン
、
宝
く
じ
購
買
者

宝
く
じ

マ
ニ
ア

巨
額
汚
職
人
物

金
満
家
、金
持
ち

お
金
持
ち
(ふ
ざ
け
を
含

む
)

大
金
持
ち
の
マ
ダ
ム

横
流
し
ブ

ロ
ー
カ
ー

金
融
ブ

ロ
ー
カ
ー
、金
融

投
機
商

役
人
ブ

ロ
ー
カ
ー

株
式
投
資
評
論
家

小
額
株
主

株
売
買
負
け
組

消
費
者

債
権
者

個
人
投
資
家

投
機
ブ

ロ
ー
カ
ー
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操
盤
手

台
商
客
商
外
商
唱
商
片
商
首
富
貸
助
商

儒
商

㈲

医
療

家
庭
医
生

全
科
医
生

片
医
游
医
号
医
小
姐

通
科
医

炉
(理
)工

医
托
植
物
人

デ

ィ
ー

ラ

ー

台

湾

企

業

(
ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン
)

他

所

か

ら
来

た

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン

外

国

企

業

、
外

国

人

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン

書

籍

卸

商

フ

イ

ル

ム

・
デ

ィ

ー

ラ

ー

ナ

ン

バ

ー

ワ

ン

・
リ

ッ
チ

マ

ン

ス
ポ

ン
サ

ー

イ

ン
テ

リ
商

人

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

団
地
保
健
医

地
区

の
医
者

流

れ
の
闇
医
者

病
院

の
案
内
係

の
女
性

何

で
も
科
開
業
医

入
院
付
添
人

偽
患
者
、
さ
く
ら

植
物
人
間

㈹

ス
ポ
ー
ツ

　
i足
球
先
生

足
球
宝
貝

黒
耳

黒
哨
金
哨
黒
衣
法
官

第
四
官
員

球
探
外
援
兵
団

洋
教
共

外
援
陪
錬

㈲

法
律

家
庭
律
師

大
法
官

独
立
董
事

犯
罪
嫌
疑
人

サ
ッ
カ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表

サ
ッ
カ
ー
の
最
優
秀
選
手

サ
ッ
カ
ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト
ガ
ー
ル

①
穴
馬
、ダ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス

②

い
き
な
り
有
名

に
な

っ
た
選
手

不
正
ジ
ャ
ッ
ジ
、
八
百
長
審
判

「金
笛
」
審
判
員
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ジ
ャ
ッ
ジ

サ
ッ
カ
ー
審
判
員

第
四
の
審
判
員

ス
カ
ウ
ト

助

っ
人
選
手
団

外
国
人
監
督

外
国
人
プ
レ
ー
ヤ
ー
、助

っ
人
選
手

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

・
パ
ー
ト
ナ
ー

家
庭
弁
護
士

上
級
裁
判
官

社
外
取
締
役

容
疑
者
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㈹

教
育

博
尋
博
士
后

碩
尋
特
級
教
師

家
教
外
教
特
長
生

特
招
生

自
費
生

代
培
生

高
考
状
元

高
考
落
榜
生

特
困
生

波
紛
生

貸
助
生

M
B
A

㈹姶
日
族

恰
輔
族

博
士
課
程
指
導
教
官

ポ
ス
ト

・
ド
ク
タ
ー

修
士
課
程
指
導
教
官

特
級
教
師

家
庭
教
師

①
外
国
人
教
師

②
外
国
人
監
督
(
コ
ー
チ
)

一
芸
入
試
合
格
者

特
待
生

定
員
枠
外
の
学
生

派
遣
学
生

大
学
入
試
ト
ッ
プ
合
格
者

大
学
入
試
不
合
格
者

経
済
困
窮
学
生

学
費
割
り
増
し
学
生
(合
格
ラ
イ
ン
に
達
せ
ず
、

割
高
の
学
費
を
納
め
て
入
学
し
た
学
生
)

高
額
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
入
学
し
た
学
生

M
B
A
、
経
営
学
修
士

街
の
最
先
端
人
類

日
本
び
い
き
の
若
者

韓
国
び
い
き
の
若
者

硬
迫
族

雅
蔑
士

卯
寄
小
弟
辣
妹
子

布
波
族

阻
光
女
核

雅
皮
士

香
港
小
姐

友
焼
友

㈲

芸
能

大
腕
腕
几
男
星
女
星
俊
星
武
星
丑
星
影
星
影
后
影
迷

デ

ィ

ス

コ
族

ダ

メ
男

イ

ケ

メ

ン
、
ハ
ン
サ

ム
ボ

ー

イ

お

ホ

モ

だ

ち

ホ

ッ
ト

ガ

ー

ル

(は

き

は

き

し

た

若

い
女

性

)

ブ

ル

ジ

ョ

ワ
ボ

ヘ
ミ

ア

ン

(
ボ

ボ

ス
)

サ

ニ
ー

ガ

ー

ル
、
明

る

く

て
か

わ

い

い
女

の
子

ヤ

ッ
ピ

ー

香

港

レ

デ

イ

マ

ニ
ア

・
娯

楽
有

名

タ

レ

ン
ト

タ

レ

ン
ト

男

性

ス

タ

ー

女

性

ス

タ

ー

二
枚

目

ス
タ

ー

武

術

ス

タ

ー

、
ア
ク

シ

ョ

ン

ス

タ

ー

道

化

役

、
三

枚

目

、
ピ

エ

ロ

映

画

ス

タ

ー

大

女

優

、
シ

ネ

マ
ク

ィ

ー

ン

映

画

フ

ァ

ン

社会の変遷と言語の変化2i3



影
帝
楷
星
/
笑
星

舞
星
歌
星
棋
星
脱
星
裸
星
名
尋
穴
共
鐘
妃
人

追
星
族

F
A
N
S

国

ー

T

シ

ネ

マ
キ

ン
グ

お
笑

い
タ

レ

ン
ト

ト

ッ
プ

ダ

ン
サ

ー

人

気

歌

手

超

一
流

棋

士

ヌ

ー

ド

ア
イ

ド

ル

ヌ

ー

ド

ス
タ

ー

有

名

な

映

画

監

督

プ

ロ

モ
ー

タ

ー
、
興

行

師

マ
ネ

ー

ジ

ャ

ー
、
仲

介

人

追

っ
か

け

(
人

気

歌

手

な

ど

の
熱

烈

な

フ

ァ

ン
)

フ

ァ

ン

程
序
員

プ

ロ
グ
ラ
マ
ー

爬
虫

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ビ
ギ
ナ
ー

國
民

一
族
/
國
民

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者

阿
友

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
フ
レ
ン
ド

國
迷
/
國
虫

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
マ
ニ
ア

國
警

ネ

ッ
ト
犯
罪
を
取
り
締
ま
る
警
察

國
医

ネ

ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
治
療
医

C

aII

サ
イ
ト

へ
の
男
性
訪
問
者

國
蝶
/
國
姐

國
上
情
侶

硬
貼
党

打
侠
/
大
郎

菜
島
蔑
島
老
島
國
姑
管
理
人

大
虫
屯
子
筆
友

美
眉

版
主
/
斑
竹

版
猪
青
蛙
恐
尤
霧
女
菌
男

紅lk藍 黒
客 客 客 客

サ
イ
ト

へ
の
女
性
訪
問
者

ネ

ッ
ト
を
通
じ
た
恋
人

ネ

ッ
ト
掲
示
板

の
常
連

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
ベ
テ
ラ
ン

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
初
心
者

ネ

ッ
ト
サ
ー
フ
ァ
ー

ネ

ッ
ト
の
常
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
管
理
人

ネ

ッ
ト
虫
、
ネ
ッ
ト
お
た
く

メ
ル
友

ハ
ン
サ
ム
ガ
ー
ル
(ネ

ッ
ト
上
の
女
性
に
対
す
る

美
称
)

サ
イ
ト
設
置
者

サ
イ
ト
設
置
者

に
対
す
る
軽
蔑
表
現

ネ
ッ
ト
上

の
見
た
目
が
よ
く
な
い
男
性

ネ
ッ
ト
上

の
見
た
目
が
よ
く
な
い
女
性

美
女

(ネ

ッ
ト
上
冗
談

で
女
性
を
称
す
る
)

ハ
ン
サ
ム
男

(ネ

ッ
ト
上

冗
談
で
男
性
を
称
す

る
)

ハ
ッ
カ
ー

準

ハ
ッ
カ
ー

ハ
ッ
カ
ー
も
ど
き

確
信
犯
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快
客
玩
机

一
族

虚
拡
主
持
人

虚
拡
歌
手

虚
似
偶
像

由

治
安

ネ

ッ
ト
詐
欺
師

新
機
種
ケ
ー
タ
イ
に
こ
だ
わ
る
人
々

ヴ

ァ
ー
チ
ャ
ル
司
会
者

ヴ

ァ
ー
チ
ャ
ル
シ
ン
ガ
ー

ヴ

ァ
ー
チ
ャ
ル
ア
イ
ド
ル

水
警

水
上
警
察

鉄
警

鉄
道
警
察

海
警

海
上
警
察

片
警

戸
籍
管
理
警
察

室
警

航
空
乗
務
警
察

み

っ

と
も

三
陪
女

(酒

・
ダ

ン
ス

・
会
話

の
)
三
つ
伴
ホ
ス
テ
ス

三
陪
小

姐

コ
ン
パ
ニ
オ

ン

鴻

売
春
婦
、夜
鷹

蛇
共

蛇
頭
(密
航
手
配
者
)

倫
渡
客

密
航
者

鴻
美

売
春
組
織
の
ボ

ス

蔑
牟
党
/
劔
牟
人

暴
走
族

牟
杁

車
内

ス
リ

路
覇

路
上
強
盗

血
覇
/
血
美

売
血
ボ

ス

人
蛇
水
客
票
販
子

人
販
子

標
客
白
粉
妹

粉
友
団
伏
余
手
牟
匪
村
匪
多
覇
苦
主

天
軍
士
官二
軍
事

密
入
国
者

密
輸
人

ダ

フ
屋
、
闇
切
符
売
り

人
買
い
(人
身
売
買
す
る
者
)

買
春
客

ヘ
ロ
イ
ン
中
毒
の
女
性

ヘ
ロ
イ
ン
仲
間

ワ
ル
仲
間

殺
し
屋

乗
り
物
ご
ろ

村
の
ゴ

ロ
ツ
キ

村
の
ボ

ス

被
害
者

の
家
族

宇
宙
航
空
部
隊
、
ス
ペ
ー
ス
部
隊

士
官

呼
称

語
新

語

の
特
徴

新
し
い
呼
称
語
は
形
の
上
か
ら
以
下
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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e

首
の
す
げ
か
え
型

こ

の
型

の
呼

称

語

は
従

来

の

「
×
苓

」

「
×
戸

」

「
×
艘

」

「
×
額

」

「
×
星

」

「
×
覇

」

な

ど
を

基

本

語

素

と

し

て
、

あ

る

イ

メ

ー

ジ

を

添

え

る

語

の
後

に

そ

の
基

本

語

素

を

結

合

す

る
形

で

つ
く

る

も

の

で
あ

る
。

一
番

多

い

の

は

「
×
星

」

で
あ

り

、

二
十

数

語

も

あ

る
。

そ

れ

ら

を
基

本

語

素

ご

と

に
あ

げ

て

み

る

(各

パ

タ

ー

ン
冒

頭

の
下

線

を

施

し

た

語

は

従

来

か

ら

あ

る

も

の
あ

る

い

は

一
群

の
新

語

の

さ

き

が

け

と

な

っ
た

も

の

で
、

続

け

て
列

挙

す

る

新

語

群

の
祖

型

の

よ

う

に

見

ら

れ

る

も

の

で
あ

る
)
。

×
星

:
寿

星

↓

影

明

星

、

交

隊

明

星

、

影

星

、

歌

星

、

笑

星

、

舞

星

、

階

星

、

棋

星

、
武

星

丑

星

、

球

星

、

裸

星

…

…

X

　̀

.

.大

苓

↓

板

苓

、
侃

苓

、
膀

苓

、

(日

本

の
塩

川

前

財

務

大

臣

の

ニ

ッ
ク

ネ

ー

ム

(
シ
オ

ジ

イ

)

を

中

国

の

メ

デ

ィ

ア

は

「卦
皿
苓

」

と

し

て

い

る
)

…

…

×
戸

:
清

浩

戸

↓

五

保

戸

、

美

系

戸

、

万

元

戸

、

冒

尖

戸

、

外

来

戸

、

寺

並
戸

、

折

迂

戸

、

釘

子

戸

、

猫

戸

、

困

碓

戸

、

特

困

戸

、

独

生

子

女

戸

、

一
核

戸

、

介

体

戸

…

…

×
寺

並

戸

:
稗

根

寿

並

戸

↓

葬

鴻

(猪

、

牛

、

rti'
)

寺

;
戸

、

疏

菜

寺

並

戸

、

這

輸

寺

並
戸

…

…

×
艘

:
大

捜

↓

空

艘

、

軍
艘

、

月

媛

、
警

艘

…

…

×
覇

:
盆

覇

↓
屯

覇

、

水

覇

、

車

覇

、
負

覇

、

油

覇

、

煤

覇

、

菜

覇

、

鋼

覇

…

…

×
生

:
自
費
生
↓
特
長
生
、
代
培
生
、
贅
助
生
、
特
招
生
、
高

考
落
榜
生
、
波
研
生
、
特
困
生
…
…

×
小
姐

:
千
斤
小
姐
↓
空
中
小
姐
、
公

美
小
姐
、
礼
侠
小
姐
、

尋
胸
小
姐
、
尋
呼
小
姐
、
牧
銀
小
姐
、
按
摩
小
姐
、
三
陪
小

姐
…
…

×
姐

:
大
姐
↓
空
姐
、
巴
姐
、
國
姐
…
…

×
領

:
白
領
↓
蓋
領
、
金
領
、
黒
領
、
粉

領
…
…

後
ろ
に
従
来
あ
る
人
称
語
素
を

つ
け
て
、
そ

の
特
徴
を
生
か
し
な

が
ら
、
新
し

い
事
象
や
概
念
を
表
す
言
葉
を
そ

の
前
に
据
え
て
、
現

代
的
な
呼
称
語
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。前

の
部
分
に
く
る
言
葉

は
、

社
会
的
な
か
か
わ
り
が
広
く
、

一
つ
の
言
葉
が

い
く

つ
か
の
基
本
語

素
に
前
置
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
。

例
え
ば
、

影

×
:
影
迷
↓
影
星
↓
影
帝
↓
影
后
…
…

的

×
:
的
寄
↓
的
姐
↓
的
苓
…
…

室

×
:
空
姐
↓
空
捜
↓
空
警
…
…

X
X
・
X
民
↓
國
虫
↓
國
友
↓
國
寄
↓
國
姐
↓
利
少
↓
國
医
↓

國
蝶

家
庭

×
:
家
庭
妃
女
↓
家
庭
主
妃
↓
家
庭
主
男

外
来

×
:
外
来
戸
↓
外
来
妹

ご
覧

の
と
お
り
、
首

の
す
げ
か
え
型

の
呼
称
語
は
基
本
語
素

の
伝

統
語
や
造
語
法
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、
新
語

の
作
ら
れ
方
と
し
て
、

自
然
で
あ
る
。
初
め
て
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
中
国
人

に
も
、
分
か
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り

や

す

い
。

口

発
音
の
近
い
漢
字
に
入
れ
替
え
た
も
の

海

旧

(藝

σ。
邑

-

海

亀

(藝

σ・
巳
)

知

本

家

(z
h
ib
e
n
jia
)1

資

本

家

(N
剛9

昌

帥
)

菌

男

(ju
n
n
a
n
)

‐

俊

男

(ju
n
n
a
n
)

}

.　
(
(m
e
in
u
)

‐

　

-　
(
(m
e
in
u
)

美

眉

(ヨ
鰹
ヨ
9

1

美

妹

(ヨ
鰹
ヨ
9

こ

の
形

の
呼

称

語

は

同
音

あ

る

い

は
近

似
音

な

が

ら

も

字

が
違

う

。

ま

た

、

台

湾

、

香

港

の
方

言

の
影

響

を
強

く

受

け

て

い
る

こ
と

も
多

く

、

標

準

語

し

か

し

ゃ

べ

ら

な

い
人

は

こ

の
よ

う

な

呼

称

語

を

聞

い

て
、

す

ぐ

に

ピ

ン
と

こ
な

い

こ
と

が

あ

る

。

漢

字

の

入

れ

換

え

は
単

に
新

し

い
概

念

の
た

め

だ

け

で

は

な

く

、

言

葉

の
遊

び

や

"
洒

落

"

の
要

素

を
含

む

傾

向

が

強

く

見

ら

れ

る
。

日

比
喩
転
用
型

も
と
の
意
味
を
比
喩
と
し
て
転
用
し
な
が
ら
現
実
社
会
に
存
在
し

て
い
る
人

を
表
す
。

例
え
ば

、

香
蕉
人
、
蜘
蛛
人
、
婆
婆
、
空
降
兵
、
小
皇
帝
、
平
面
人
、
啄

木
鳥

、
黒
弓
、
房
虫
、
噌
蝿
、
青
蛙
、
走
漢
干
部
、
鉋
街
先
生
…
…

こ
の
形

の
も

の
は
転
用
さ
れ
る
前
の
元

の
意
味
と
呼
称
対
象

の
社

会
的
背
景
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
人
が
こ
の
呼
称
語
の
意
味
や
精
神
を

理
解
で
き
る
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

「香
蕉
」

(バ
ナ
ナ
)
と
言
わ
れ
て
思
い
浮
か

ぶ
イ
メ
ー
ジ
は
、

い

ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
が
、
皮

が
黄
色
く
、
中
身

が
白

い
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。
「香
蕉
人
J
(xia
n
gjia
oren
)
は
欧
米

で
長
く
生
活
し
て
、
母

国
語
も
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
し
、
母
国
の
事
情
も
分
か
ら
な

い
中

国
人

の
こ
と
を
言
う
の
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
皮
膚
は
黄
色

い
が
、

物
の
考
え
方
は
外
国
人
的
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
改
革
開

放
政
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
数
十
万
人
の
若

い
人
が

海
外

へ
留
学

に
行
き
、
外
国
の
大
学
や
大
学
院
を
卒
業
し
た
あ
と
、

現
地
で
就
職
し
た
人
も
多

い
。
そ
こ
で
結
婚
し
て
生
ま
れ
た
子
供
は

ほ
と
ん
ど

「香
蕉
人
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

「蜘
蛛
人
J
(zhizh
u
ren
)
(蜘
蛛

の
人
)
は
元

の
意
味
か
ら
の
転
用

が
二
回
重
な

っ
て
い
る
。

一
次
的
転
用
語
は

「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」

で
あ

っ
た
が
、
最
近
近
代
的
な
ガ
ラ
ス
張
り

の
ビ
ル
が
多
く
な
り
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
転
用
さ
れ
て
、
そ
の
ビ
ル
の
外
側
を
掃
除
す
る
人

た
ち

の
こ
と
を

「蜘
蛛
人
」
と
い
う
。

し
ゆ
う
と
め

「婆
婆
」
(℃9
ひ)
(姑
)
は
元

の
意
味
は
姑

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

普
通
の
人
の
姑
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
話
が
く
ど
く
、
よ
く
嫁
に
け

ち
を
つ
け
る
存
在
で
あ
る
。
現
在

の
中
国
で
は
自
分
た
ち
の
職
場
に

上
級
機
関
あ
る
い
は
親
会
社
か
ら
来
た
役
人
や
社
員
の
こ
と
を
言
う

の
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
援
用
さ
れ
た
。
こ
こ
の

「婆
婆
」
は
男
に
も

使
え
る
の
で
あ
る
。

「空
降
兵
J
(ko
n
gjia
n
gb
in
g
)
(空
挺
部
隊
)

は
中
央
か
ら
地
方
人

社会の変遷と言語の変化217



民
政
府

に
出
向

し
て
い
る
人
を
指
す
。
日
本

の

「天
下
り
」
に
イ
メ
ー

ジ
は
似

て

い
る
が
、
意
味
は
か
な
り
違
う
。
日
本
で
は

「官
庁
退
職

後
の
幹
部

な
ど
を
民
間
会
社
や
団
体
な
ど
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と
」

(『広
辞
苑
』
よ
り
)
を
指
す
が
、
中
国
で
は
中
央
官
庁
か
ら
派
遣
さ

れ
た
幹
部

は
地
方
で
の
仕
事
を
し
て
、
経
験
を
積
ん
で
か
ら
ま
た
中

央
官
庁

に
戻
り
、
出
世
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。

「小
皇
帝

」
(×
奢

冨
曾
σ。色

は
中
国

の

一
人

っ
子
政
策
に
よ
り
、
子

供

一
人
の
家
庭

で
は
そ
の
大
切
な
子
供
を
甘
や
か
し
す
ぎ
に
な
り
が

ち
で
あ
る
。
過
保
護
に
さ
れ
て
い
る
子
供
は
家
で
は
ま
る
で
昔

の
皇

帝
の
よ
う

な
存
在
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

「平
面

人
」
(p
in
gm
ian
ren
)
は
学
識
が
な
く
、
物

の
見
方
や
考
え

方
が
皮
相
的

で
深
み
の
な
い
人
を
指
す
。

「啄
木
　'1j'J
(z
hu
o
m
un
i似o)
は
本
来
キ
ツ
ツ
キ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
そ

の
習
性
を
借
用
し
て
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
覆
面
監
視
員
を

言
う
。
硬
く
鋭
い
く
ち
ば
し
で
皮

の
下

の
虫
を
つ
つ
き
出
し
て
食
う

「啄
木
鳥

」
の
よ
う
に
悪
徳
商
人
を
退
治
す
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

四

輸
入
型

こ

の
パ

タ

ー

ン

に

入

る

も

の
に

は

主

に
英

語

か

ら

の

も

の
と

日

本

語

か

ら

の
も

の

が

あ

る

。

「
×
領

」

は

英

語

の

[
～

c
o
lla
r
]

が

輸

入

さ

れ

て

で

き

た

も

の

で

あ

る

。

と

こ

ろ

が

、

英

語

で

は

ホ

ワ

イ

ト

-R
ラ

^

[w
h
ite
c
o
lla
r]

(白

領

)
、

ブ

ル

ー

カ

ラ

ー

[げ
冒
0
8

ぎ

凸

(藍

領

)

ぐ

ら

い

で
あ

ろ

う

が

、

こ

の

よ

う

な

表

現

が

中

国

に

入

る

と

、

小

白

領

[m
id
g
e
t

w
h
ite
c
o
lla
r]
、

金

領

[g
o
ld
e
n
c
o
lla
r
]
、

黒

領

[窪
8
犀
8

蕾

『
]
、
粉

領

[p
o
w
d
e
r
c
o
lla
r
]

と

文

字

通

り

い
ろ

い

ろ

に
派

生

し

て

に
ぎ

や

か

な

一
群

の
新

語

が

出

現

す

る

こ
と

に

な

っ
た

。

「族

」

は
中

国

語

と

し

て

は
家

族

、

一
族

、
民

族

、
種

族

と

い

う

よ

う

な
意

味

に

し

か
使

わ

な

か

っ
た

。

そ

れ

が

日

本

語

の
漢

語

の
造

語

成

分

と

し

て
使

わ

れ

る

う

ち

に
本

来

の
意

味

を

超

え

て
社

会

の

一
部

の
人

々

の
存

在

様

式

類

型

を
名

づ

け

る

こ

と

に

も

使

わ

れ

始

め

た

。

「暴

走

族

」

「窓

際

族

」

「蛍

族

」
な

ど

が

そ

の
典

型

的

な
例

で
あ

る

。

こ

う

い
う

表

現

法

が

ま

た
中

国

に
伝

わ

っ
て

、

新

し

い
呼

称

法

と

し

て
使

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ
た
。

例

え

ば

、

「
工

薪

族

」

「上

班
族

」

「追

星

族

」

「打

工

族

」

「丁

克

族

」

「硬

迫

族

」

「袷

日

族

」

「姶

韓

族

」

「波

波

族

」

「青

春

族

」

「
國

民

一
族

」

「海

旧

族

」

「有

牟

族

」

「月

票

族

」

な

ど

が

あ

る
。

α⊃

復
活
型

中
国
で
改
革
開
放
ま
で
に

一
時
は
死
語
に
な

っ
て
い
た

「老
板
」

「小
姐
」
「二
妨
」
「標
客
」
な
ど
の
旧
い
呼
称
語

が
最
近
ま
た
復
活
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
呼
称
は
若
い
人
に
と

っ
て
旧
い
と

い
う
よ
り

む
し
ろ
新
し
い
言
葉

の
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
呼
称

は
新
中
国
の
政
治
運
動
の
中

で
批
判
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
の
呼
称
語

で
呼
ば
れ
た
ら
、
侮
辱
さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、

今
は

「老
板
」
「小
姐
」
と
呼
ぼ
れ
て
も
な
ん
で
も
な
い
よ
う
に
な

っ
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た
。

こ
の
よ
う
な
呼
称
語
の
復
活
を
通
し
て
も
、
中
国
社
会

の
あ
る

種
の
変
化

が
う
か
が
え
る
。

中
国
の
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
服
務
員
に
「老
板
悠
在
邸
几
炭
財
?
」

(直
訳
:
社
長
は
ど
こ
で
儲
け
て
お
ら
れ
ま
す
か
↓
ど
こ
に
お
勤
め
で

す
か
の
意

)
と
聞
か
れ
た
時

に
私

は
笑
い
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
「老
板
」
と
い
う
表
現

は
旧
い
中
国
で
は
私
営
業
者

の
こ

と
で
あ

っ
た
か
ら
、
文
化
大
革
命

の
時
代
に
は
資
本
家
な
み
に
批
判

さ
れ
た
。
こ
の
言
葉
に
も
み
な
あ
ま
り
い
い
感
じ
は
も

っ
て
い
な
か

っ

た
。
そ
れ
が
後
に
な

っ
て
、
中
国

の
経
済
が
発
展
し
活
発
化
す
る
に

つ
れ
て
、
個
人
経
営
者

の
成
功
が
多
く
な
り
、
「老
板
」
な
ら
き

っ
と

金
持
ち
だ

ろ
う
。
む
し
ろ
憧
れ

の
対
象
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
そ
う

い
う
わ
け
で

「老
板
」
と
い
う
呼
称
も
復
活
し
て
き
た
の

で
あ
る
。
現
在

の
中
国

の
商
品
に
は

「老
板
稟
」
(社
長
用
デ
ス
ク
)
、

「老
板
椅
」
(社
長
用
の
椅
子
)、
「老
板
鮭
」
(社
長
用
の
皮
靴
)
な
ど

の

「老
板
」
を
付
け
て
高
級
を
装
う
も
の
が
結
構
多
く
、
な
か
な
か

の
売
れ
行
き
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
は
言

っ
て
も

「老
板
」
と
い
う

呼
称
は
多

く
の
場
合
に
ほ
め
ご
ろ
し

の
よ
う
な
意
味
を
も

つ
の
で
、

中
国

の
イ

ン
テ
リ
の
間

で
は
依
然
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
言
葉

で
呼

ば
れ
る
こ
と
に
は
か
な
り
抵
抗
感
が
あ
る
。
中
国

の

『人
民
日
報
』

の

一
九
九
八
年

一
〇
月
四
日
付

に
「称
滑
之
仇
」
と
い
う
文
章
が
載

っ

た
。
そ
の
節
を
紹
介
す
る
と
、
「有
些
地
方
是
可
以
称

"
小
姐
"
或

"先
生
"
的

,
有
些
地
方
則
不
可
以
。
称

"同
志
"
力

"小
姐
"
或

"先
生
",
称
領
尋
力

"老
板
"
或

"大
苓
",
如
此
称
滑
令
人
堪
仇
」

(場
所
に
よ

っ
て
、

「小
姐
」
あ
る
い
は

「先
生

」
と
人
を
呼
ん
で
も

よ
い
が
、
場
所
に
よ
っ
て
そ
う
言

っ
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「同
志
」
を

「小
姐
」
あ
る
い
は

「先
生
」
と
呼
び
、
責
任
者
を

「老

板
」
あ
る
は

「大
苓
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
は
、
は
な
は
だ
し
く
心

配
さ
せ
ら
れ
る
)
。
こ
の
心
配
に
共
感
を
持

つ
者

は
少
な
く
な
い
だ
ろ

う
。
呼
称
に
よ
っ
て
、
異
な

っ
た
性
質

の
人
間
関
係
を
表
す
こ
と
に

な
る
の
で
、
「同
志
」
の
代
わ
り
に
ほ
か
の
呼
称
を
や
た
ら
に
用

い
る

こ
と
は
当
然
問
題
を
引
き
起

こ
す
元
に
な
る
。
新
中
国
で
も
未
婚

の

女
性
に

「小
姐
」
、
結
婚
し
た
女
性
に

「太
太
」
と

い
う
旧
い
時
代

の

呼
称
が
継
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
五
〇
年
代

の
後
半
か
ら
政

治
運
動
が
続
き
、
「老
苓
」

「先
生
」

「少
苓
」

と

「小
姐
」

「太
太
」

は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
も
の
と
見
な
さ
れ
て
、
耳
ざ
わ
り
な
呼
称
に

な

っ
た
た
め
、
だ
ん
だ
ん
使
わ
な
く
な

っ
た
。

そ
の
考
え
方
や
感
覚

を
心

の
中
に
持

っ
て
い
る
中
国
人
は
今
も
多

い
。
新
語
を
無
難
に
使

い
こ
な
す
に
は
、
中
国
人
自
身
に
も
細
か
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

㈹

旧
い
呼
称
に
新
し
い
意
味
の
添
加

「同
志
」

「受
人
」

「小
姐
」

「同
志
」
と
い
う
表
現
が
最
初

に
現
れ
た
の
は

『後
漢
書

・
劉
陶

伝
』
の
中

の

「所
与
交
友
,
必
也
同
志
」
(と
も

に
交
わ
る
所
の
友
は

必
ず
志
を
同
じ
う
す
)
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
志
向
や
趣
味
が
同
じ
で

あ
る
人
を
指
す
。
近
代

に
な

っ
て
中
国
に
は
孫
文
の

「革
命
尚
未
成

功
,
同
志
侃
須
努
力
」
と
い
う
名
句
が
あ
る
。

こ
こ
の
同
志
は
志
と
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信
念
を
同
じ
く
す
る
同

一
政
党

の
人
を
指
し
て
い
る
。
近
代
中
国
の

政
治
運
動

の
中
で
、
共
産
党
も
、
国
民
党
も

「同
志
」
を
使

っ
て
き

　　
　

た
。

「同
志
」

に

つ
い
て

『現
代
漢
語
詞
典
』

は

「①
力
共
同
的
理

想
、
事
並

而
奇
斗
的
人
,
特
指
同

一
介
党
的
成
員
。
②
人
伯
慣
用
彼

此
之
同
的
称
呼
」
(①
共
通
し
た
理
想
、
事
業
の
た
め
に
奮
闘
す
る
人

の
こ
と
、
特

に
同

一
政
党

の
メ
ン
バ
ー
を
指
す
。
②
我
が
国
人
民
が

ふ
だ
ん
お
互
い
を
言
う
呼
称
で
あ
る
)
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
新
中

国
に
な

っ
て
か
ら
、
「同
志
」
が
党
員
を
超
え
て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
た
。
改
革
開
放
ま
で

一
番
よ
く
用

い
ら
れ
た
呼
称
語
は

何
と

い
っ
て
も

「同
志
」
で
あ
り
、
「同
志
」
ほ
ど
広
く
使
え
る
便
利

な
呼
称
語

は
な

い
。
中
国
で
は
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
、
男
女
を
問
わ
ず
、
年
齢

(子
供
を
除

い
て
)、
職
業
、
社
会
的

地
位
を
問

わ
ず
、
み
な
互

い
に

「同
志
」
と
呼
称
し
あ
う

こ
と
が
で

き
た
。
街

を
歩

い
て
い
て
面
識

の
な
い
人
や
政
府
機
関

の
役
人
や
デ

パ
ー
ト
の
店
員
、
ホ
テ
ル
の
服
務
員
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
服
務
員
な
ど

に
も
対
し

て
も
み
な

「同
志
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
。
も
う
少
し
丁

寧
に
す
れ
ば
年
配

の
方

に

「老
同
志
」、
若

い
人
に

「小
同
志
」
、
男

女
を
区
別

し
て
は

っ
き
り
す
る
に
は

「男
同
志
」

「女
同
志
」
、
相
手

に
親
し
く
し
て
も
ら
う
た
め
に
相
手
の
苗
字
か
職
業
を
冠
し
て
、
「張

同
志
」

「王
同
志
」
、

「炉
士
同
志
」

「服
劣
員
同
志
」
な
ど
と
使
わ
れ

て
い
た
。

新
し
い
中
国
が
成
立

し
て
か
ら
中
央
政
府
は
官
と
民
、
解
放
軍
の

幹
部
と
兵
士

の

一
致
を
強
調
し
、
互
い
に

「同
志
」
と

い
う
言
葉
を

使

っ
て
呼
称
し
合
う
こ
と
を
正
式
に
提
唱
し
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
こ

で

「同
志
」
と
い
う
言
葉
が
中
国
人

の
互
い
の
呼
称
語
に
な
っ
た
。

相
手
の
職
業
、
性
別
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
「同
志

」
と
い
う
呼
び
合
う

こ
と
で
、
自
然
に
お
互

い
新
中
国

の
メ
ン
バ
ー
だ
と
い
う
親
し
み
が

感
じ
ら
れ
、
中
国
で
か
な
り
幅
広
く
浸
透
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
文
化
大
革
命

の
時
代
に
は
こ
の

「同
志
」
と
い
う
呼
称
は

階
級
闘
争
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
り
、
微
妙
で
鋭

い
意
味
を
持

つ
も

の
に
な

っ
た
。
批
判
さ
れ
た
人
は
思
想
改
造
を
し
自
己
反
省
し
た
後

に
、
最
初
に
人
か
ら

「同
志
」
と
呼
ば
れ
た
時

に
は
、
自
分

の
反
省

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
涙
が
出

る
ほ
ど
感
激
し
た
と

い
う
よ

う
な
話
が
多

い
。
今
日
で
も
誤
り
を
犯
し
た
幹
部
に
対
し
て
、
も
し

そ
れ
で
も
や
は
り

「×
×
同
志
」
と
呼
称
さ
れ

る
な
ら
、
ま
あ
、
ま

だ
大
丈
夫
だ
。
や
は
り

「人
民
内
部

の
矛
盾
」

で
あ
り
、
身

の
自
由

が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
も
う
失
脚
が
決
定
し
た
こ
と
を
示
す

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
「同
志
」
と
呼
ぶ
こ
と
は

で
き
な

い

「敵
と
味

方

の
問
の
矛
盾
」
と
な

っ
て
、
身
の
自
由
が
無
く
な
る
こ
と
が
多

い
。

「同
志
」
と

い
う
呼
称
は
中
国
の
現
代
史

の

一
面

を
強
く
反
映
し
た
言

葉

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
今

で
も
中
国

の
政
府
機
関
、
解
放
軍

の
会

議
な
ど
正
式
な
場
面

で
は
や
は
り

「同
志
」
と
呼
称
す
る
が
、
職
場

の
同
僚
や
隣
近
所
の
人
に
普
段
直
接
呼
び
か
け

る
際
に
は
使
用
し
な

い
。
北
京
市

の
バ
ス
の
車
掌
さ
ん
が
今
日
で
も
習
慣
的
に
乗
客

の
こ

と
を

「同
志
」
と
呼
び
、

「梛
位
同
志
逐
没
冥
票
?
」
(切
符
を
ま
だ

買

っ
て
い
な

い
方
は
?
)
と
ア
ナ
ウ

ン
ス
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現

zzo



在
少
数

の
人
の
間
で
は

「同
志
」

と
い
う
言
葉
は
同
性
愛
の
相
手
を

指
し
て
使
わ
れ
る
と
い
う
。
新
中
国
と
い
う
歴
史
的
な
大
事
業
を
思

い
、
残
念

に
感
じ
る
人
は
多

い
に
違

い
な
い
。

「受
人

」
(酵
①コ
)
は
中
国

の

「五
四
新
文
化
運
動
」

の
時
か
ら
呼

称
語
と
し

て
知
識
分
子

の
間
で
使

わ
れ
始
め
た
。
最
初
は
、
恋
人

の

こ
と
を
指

し
て
い
た
が
、
そ
の
恋
人
と
結
婚
し
て
も
、
や
は
り

「愛

人
」
を
使

い
続
け
、
し
だ
い
に
、
配
偶
者

の
こ
と
を
指
す
言
葉
に
な

っ

た
と
い
う
。
互
い
に
愛
し
合
う
人

と
い
う
意
味

で
あ
る
。
新
中
国

に

な

っ
て
か
ら
、
都
市
部

で

「愛
人
」
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
が
、
し
か
し
、

こ
の
二
〇
年
来
、
香
港
、
台
湾
、
日
本
の
文
化
影

響
を
受
け
て
、
こ
の

「愛
す
る
人
」
「夫
ま
た
は
妻
、
配
偶
者
」
の
意

味
か
ら

「情
夫
」
「情
婦
」
の
意
味

に
転
換

し
た
用
法
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
最
近
、
自
分
の
夫

を

「老
公
」

「先
生
」
、
自
分

の
妻

を

「夫
人
」
「太
太
」
と
言
う
人
も
多
く
な

っ
た
。
し
か
し
実
際

の
問

題
と
し
て
中
国
の
大
陸
で
人
々
は
改
革
開
放

の
前

に
は

「太
太
」
と

い
う
言
葉

に
対
し
て
あ
ま
り
良

い
感
じ
を
持
た
な
か

っ
た
。
『現
代
漢

ムヨ
　

語
詞
典
』
で
は
、
「太
太
」
は

「①
旧
吋
通
称
官
吏
的
妻
子
。
②
旧
吋

作
人
等
称
女
主
人
。
③
対
已
婚
妃
女
的
尊
称
。
④
称
某
人
的
妻
子
或

丈
夫
対
人
称
自
己
的
妻
子

(多
帯
人
称
代
洞
傲
定
悟
)」
と
あ
る
。
こ

の
中

で

「④
人
の
妻
を
称
す
る
、
あ
る
い
は
夫
が
他
人
に
対
し
て
自

分

の
妻
を

い
い
、
人
称
代
名
詞
を
冠
し
て
用

い
る
」
と
説
明
し
て
い

る
。
こ
の
解
釈
で
相
手

の
妻
を
指
す
と
い
う
の
は
妥
当
な
説
明
だ
ろ

う
が
、
自
分
の
妻
の
こ
と
を
言
う

こ
と
に
は
抵
抗
を
感
じ
る
人
の
方

が
は
る
か
に
多

い
だ
ろ
う
。
も
し
、
他
人
に
自
分
の
妻
を

「太
太
」

と
言
え
る
な
ら
、
彼
は
普
通
の
人
で
は
な
く
、
権
勢

の
あ
る
金
持
ち

と
い
う
よ
う
な
社
会
的
に
も
特
殊
な
立
場
に
あ

る
人
と
理
解
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
「悠

(的
)
太
太
身
体
好
喝

?

」

(奥
様

は
お
元
気

で
す

か
)
と
い
う
質
問
に
答
え
る
場
合
、

「我
太
太

身
体
根
好
,
謝
謝
!
」

(私
の
奥
さ
ん
は
元
気
で
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
)
と
い
う
よ
う
な

答
え
方
は
、
普
通

の
中
国
人
は
し
な
い
。
そ
れ
を
聞

い
て
耳
ざ
わ
り

で
お
か
し
い
と
感
じ
て
も
、
ご
く

一
般
的
な

こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

「我
的
愛
人

(妻
子
)
身
体
逐
好
。
謝
謝

!

」

と
答
え
れ
ば
、
自
然

だ
と
思
う
。
「太
太
」
と
い
う
呼
称
語
は
、
商
売

を
や

っ
て
い
る
人
の

間

で
は
わ
り
あ
い
よ
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
公
務
員
や
文
化

人

の
間
で
は
、
ま
だ
抵
抗
が
あ
る
。
ま
た
労
働

者
や
農
民
は
も
と
か

ら

「太
太
」
と
い
う
呼
称
語
は
用
い
な

い
。

現
在

の
中
国
で
は
、
男
性
を

「先
生
」
と

い
う

の
と
並
ん
で
、
若

い
女
性
を

「小
姐
」
と
い
う
呼
称
が
広
く
定
着

し
て
き
て
い
る
よ
う

で
あ
る

(広
東
省
な
ど
の

一
部

の
地
域
を
除
く
)
。

「小
姐
」
と
い
う

呼
称
は
中
国
の
唐
の
時
代
に
は
女
性
を
言
う
通
称

で
あ
り
、
宋

の
時

代

に
地
位

の
わ
り
あ
い
低

い
女
性
を
さ
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
ど
の

時
代
か
ら
と
は
っ
き
り
言
う
の
は
難
し
い
が
、
尊
称
と
し
て
官
僚
や

お
金
持
ち
の
未
婚

の
娘
を
呼
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
現
代
漢
語
詞

典
』
に
は

「小
姐
」
に

つ
い
て

「①
旧
吋
有
銭
人
家
里
作
人
称
主
人

的
女
几

(旧

い
時
代
、
金
持
ち
の
家

で
働
く
使

用
人
が
お
嬢
さ
ま
に

対
し
て
用
い
た
呼
称
)。
②
対
年
軽
女
子
的
尊
称

(若

い
女
性
に
対
す
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る
尊
称
)
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
も
と
も
と
使
用
人
が
主
人
の
娘
に

対
し
て
用

い
た
呼
称
で

(日
本
語

の

「お
嬢
さ
ま
」
の
意
味
で
)、
今

は
①

の
意
味
は
な
く
な

っ
た
が
、
他
人

の
娘

に
対
す
る
尊
称
と
し
て

用

い
ら
れ
て
い
る
。
「小
姐
」
は

「太
太
」
と
同
じ
よ
う
に
中
国
の
文

化
大
革
命

の
時

に

「資
声
隣
級
臭
小
姐

(嫉
小
姐
)」

(ブ
ル
ジ

ョ
ア

臭

い

「お
嬢
さ
ま
」
「甘
や
か
さ
れ
る
お
嬢
さ
ま
」
)
と

い
う
意
味
で

批
判
の
言
葉
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
た

の
で
、
長
い
間
普
通
に
使
え

る
言
葉
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
現
在
で
は
商
店
、
ホ
テ
ル
の
服
務

員
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業

に
従
事
し
て
い
る
若

い
女
性

に
対
す
る
呼
び

か
け
に
用

い
て
も
、
別

に
嫌
が
ら
れ
る
こ
と
な
く
喜
ん
で
対
応
し
て

く
れ
る

(広
東
省
な
ど

一
部
の
地
域
を
除
く
)
。
現
在
の

「小
姐
」
の

呼
称
は
敬
意
が
薄
く
て
も
感
じ
の
よ
い
響
き
を
与
え
る
便
利
な
呼
称

と
な

っ
て
い
る
。
日
本

語
の

「ミ
ス
......」
.
f…
…
さ
ん
」
「…
…

嬢
」
「…
…
ガ
ー
ル
」
に
当
た
る
。
中
国
で
は
現
在

「空
中
小
姐
」
(ス

チ

ュ
ワ
ー
デ
ス
)、

「尋
游
小
姐
」

(旅
行
社
の
若

い
女
性
ガ
イ
ド
)
、

「尋
殉
小

姐
」

(デ
パ
ー
ト
の
案
内
係
)
、
「公
美
小
姐
」
(渉
外
接
待

係
)、
「礼
侠
小
姐
」

(催

し
の
コ
ン
パ

ニ
オ

ン
)
、
「牧
銀
小
姐
」

(レ

ジ
係
)
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
お
客
さ
ん
に
愛
想
よ
く
応
対
し

て
い
る
。
営
業
を
離
れ
た
場
面
で
も

「小
姐
」
は
未
婚
の
若

い
女
性

を
呼
ぶ
敬

称
と
し
て
用

い
る
が
、
こ
う

い
う
場
合

の
意
味
は
日
本
語

の

「お
嬢

さ
ん
、

×
×
さ
ん
」
に
当
た
る
。
中
年
以
降
の
未
婚
女
性

に
は

「小
姐
」
と
呼
ぶ
よ
り
も

「大
姐
」
と
呼
ん
だ
方
が
ふ
さ
わ
し

い
感
じ
が
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
最
近

「友
廊
小
姐
」
(
ヘ
ア
サ

ロ

ン
の
女
の
子
)
、
「按
摩
小
姐
」
(
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
女
性
)
な
ど
風
俗
業

と
関
連
す
る
女
性
を
呼
ぶ
の
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
き
て

い
る
の
で
あ
ま
り
よ
く
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伴
う
よ
う
に
な

っ
た
。

㈲

褒
義
と
疑
義

呼
称
語
を
用
い
る
際
に
、
常
に
ほ
め
る
意

味
合

い
と
け
な
す
意
味

合

い
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
中
国
の

「苓

」
「艘
」
に
は
と
も
に

相
手
を
敬
う
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
「苓
」
の
原
義
は
年
長
の
男
性

に
対
す
る
敬
称
で
は
あ
る
が
、
「老
苓
」
が
旧
社

会
で
は
役
人
や
金
持

ち
な
ど
に
対
す
る
呼
称
に
な

っ
た
た
め
、
人

々
の

「
×
苓
」
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

っ
て
し
ま

い
、
現
在

の
新
語

の

「板
苓
」

「侃

苓
」
「膀
苓
」
「盆
苓
」
(
シ
オ
ジ
イ
)
な
ど
に
は
尊
敬
の
気
持
ち
は
全

く
含
ま
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
話
題

の
人
を

ふ
さ
げ
て
言
う
時
に
マ

イ
ナ
ス
の
価
値
観
を
与
え
な
が
ら
使
わ
れ
る
。

「
×
覇
」

「
×
仔
」
に

つ
い
て
も
言
う
人
も
聞
く
人
も

マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
含
む
人
物
と
し

て
し
か
と
ら
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

「
×
艘
」

は
現
在
で
も
プ
ラ
ス
の
意
味

で
あ
る
。

「艘
」

の
原
義
は
実
兄
の
嫁
の
意
味

で
、
や
さ
し
い
母
的
な
存
在
で
あ
る
。

今
は
す
べ
て
既
婚
の
女
性
に
対
す
る
呼
称

に
な

っ
た
。
「
×
艘
」
と
言

え
ば
、
ど
う
い
う
類
型
の
人
を
表
す
に
し
ろ
、
話
題

の

「×
艘
」
と

呼
ば
れ
る
人
に
対
し
て
、
尊
敬

の
意
味
が
含
ま

れ
て
い
る
。
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三

社
会
の
多
元
化
に
よ
る
呼
称
の
多
様
化

e

農
村
か
ら
の
大
量
求
職
者
た
ち

社
会
に

お
け
る
役
割

の
多
元
化

に
よ
っ
て
、
呼
称
の
多
様
化
が
生

ま
れ
る
。

一
章
に
ま
と
め
た
職
業

に
関
連
す
る
新
呼
称
語
は
六
十
数

語
も
あ
る
。
そ
の
三
分

の
二
以
上
は
新
し
い
職
種
に
対
応
し
て
現
れ

た
。
例
え
ば

「形
象
代
盲
人
」
「形
象
大
使
」

「礼
侠
先
生
」
「小
白

領
」

「黒
領
」

「金
領
」

「自
由
取
並
者
」
「摩
的
人
」

「介
体
戸
」
「介

体
老
板
」

「名
模
」
「自
由
撰
稿
人
」
な
ど
は
、
改
革
開
放
が
行
わ
れ

る
以
前

に
は
見
ら
れ
な
い
職
業
形
態
で
あ

っ
た
。

改
革
開
放
に
な

っ
て
か
ら
、
中
国
で
は
社
会

の
労
働
方
式
に
大
き

な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
姿
は
な
ん
と
言

っ
て
も

一
九

八
〇
年
代

か
ら
始
ま

っ
た

「民
工
潮
」
で
あ
る
。

一
億
人
以
上

の
農

村

の
労
働
力
が
都
市

へ
職
を
求
め
に
流
れ
こ
ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
に
従
事
し
て
い
る
。
都
市

の
人
間
は
彼
ら
を

「衣
民
工
」
「民

工
」
と
呼

ん
で
い
る
。

「衣
民
工
」
(農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
)

の
多

く
は
工
事

現
場
や
建
築
現
場
や
工
場
な
ど
で
肉
体
労
働

に
従
事
し
て

い
る
。
人

の
経
営
す
る
会
社
や
店
な
ど
で
働

い
て
い
る
町
の
人
間
も

「打
工
族

」

(出
稼
ぎ
族
)
に
加
え
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
町

の
人
は

自
称
と
し

て

「私
も

『打
工
族
』
だ
」
と
い
っ
て
も
、
人
か
ら
は
あ

ま
り
言
わ
れ
な
い
。
農
村
か
ら
の

「打
工
族
」
を
男
女
で
区
別
す
る

た
め
、
「打
工
仔
」
(男
性

の
出
稼
ぎ
者
)、
「打

工
妹
」
(女
性
の
出
稼

ぎ
者
)
と
い
う
。
中
国

で
最
初

の
改
革
開
放

に
よ
る
特
区
都
市
-
深

別
で
流
入
求
職
者

(男
性
)
を

「打
工
仔
」
と
呼
び
始
め
た
と
言
わ

れ
る
。
「衣
民
工
」
は
都
市
に
来

て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
職
に
つ
い
て

い
る
が
、

い
わ
ゆ
る
三
K
の
仕
事
に
従
事
す

る
こ
と
が

一
般
的
だ
。

「打
工
妹
」
の
中
に
は

「小
保
姻
」

(ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
兼
お
手
伝

い

さ
ん
)

の
仕
事
を
す
る
人
が
大
変
多
い
。
雇

い
主

の
家
に
住
み
込
ん

で
、
食
事
代
と
宿
泊
費

は
雇

い
主
側
持
ち
で
、
給
料
は
地
域
や
雇
う

家
庭
に
よ

っ
て
差
が
あ
る
が
、普
通
は

1
日

1
0
-

1
五
元
で
あ
る
。

そ
の
他
、
病
院
で
病
人
の
面
倒
を
見
る

「炉

理
工
」
や
定
時
的

に
人

の
家
で
家
政
婦

の
仕
事
を
す
る

「小
吋
工
」

「紳
点
工
」
(パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
)
な
ど

の
仕
事

の
時
給

は
北
京
で
は
最
低
六
元

で
あ
る
。
北

京

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働

い
て
い
る
ウ
ェ
ー
ト

レ
ス

「小
姐
」
は
ほ
と

ん
ど
地
方
か
ら
来
た
若
い
人

で
あ
り
、
日
当
は
普
通
二
〇
-
>>10
元

前
後

で
あ
る
。
技
能
を
持

っ
た

コ
ッ
ク
や
大
工
な
ど
は
別
と
し
て
、

臨
時
的
性
格
を
持

つ
職
業
と
し
て
は
給
料
が
わ
り
あ
い
高

い
。
月
に

一
五
〇
〇
元
か
ら
数
千
元
も
稼
ぐ
人
も
あ
る
。
「衣
民
工
」
が
都
会
に

来

て
、
中
国

の
国
民
経
済

の
成
長
と
産
業
構
造

の
調
整
を
支
え
、
中

国
の
経
済
成
長

に
貢
献
し
て
い
る
。
「彼
ら
は

一
年
目
は
泥
臭
く
、
二

年
目
は
都
会

っ
ぽ
く
な
り
、
三
年
目
は
故
郷

に
家
を
建
て
る
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
農
村
か
ら
来

た

「打
工
妹
」

は
都
市

で

「小
保
娚
」

「小
吋
工
」
す
な
わ
ち

「榊
点
工
」

「尋
駒
小
姐
」
な
ど
の
分
野
で
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
受
け
持

つ
。
彼
ら
は
現
代
中
国
の
都
市
住
民
に
と

っ
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て
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た

一
群

の
新
呼
称
の
ど

れ
も
真

の
敬
意
を
含
む
も
の
は
な
い
。

口

女
性
の
活
躍
分
野
の
拡
大

新
語

の
呼
称
語
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
女
性
に
関
す
る
呼
称
が

大
変
多

い
こ
と
が
あ
る
。
「職
業
」
と

「社
会
存
在
」
の
項
に
挙
げ
た

半
分
近
く

が
女
性
に
関
す
る
呼
称
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
女
性
が
各
分

野
に
進
出

し
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
経
済
が
活
性
化
す
る

に
つ
れ
、
都
市

の
タ
ク
シ
ー
が
多
く
な

っ
た
が
、
香
港

で
は
本
土
で

従
来
使
わ
れ
て
き
た

「出
租
汽
牢
」
の
こ
と
を

「的
士
」
と

い
う
。

今
ま
で
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
は
ほ
と
ん
ど
男
性
で
あ

っ
た
が
、
最
近

女
性

の
運
転
手
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

に

つ
い
て
男
性
を

「的
寄
」
、
女
性
を

「的
姐
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ

た
。
中
国

の
他
地
域
で
も
こ
う
い
う
呼
び
方
を
受
け
入
れ
、
ほ
ぼ
定

着
す
る
傾

向
に
あ
り
、
新
聞
、
雑
誌
で
も
こ
の
呼
び
方
が
よ
く
さ
れ

て
い
る
。

「空
姐

」

(ス
チ

ュ
ワ
ー
デ
ス
)
は
改
革
開
放
の
前
に
す
で
に

「空

中
小
姐
」

と
い
う
呼
び
方
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
を
簡
略
化
し
て
今

で

は

「空
姐

」
と

い
う
。

こ
の
数
年
、
航
空
運
輸
業
の
高
速
の
発
展
に

伴

い
、
国
有
企
業

で
リ

ス
ト
ラ
さ
れ
た
、
素
質
が
よ
く
教
養
程
度

の

わ
り
あ

い
高

い
女
性
が
再
就
職
し
て
、
航
空
会
社
の
乗
務
員
と
し
て

採
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
彼
女
達

は

「空
姐
」
よ
り
年
が

上
だ
し
、
結
婚
も
し
て
い
る
の
で

「空
艘
」
(既
婚
の
ス
チ

ュ
ワ
ー
デ

ス
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「公
美
小
姐
」

(渉
外
O
L
、
広
報
部

の
若

い
女
性
ス
タ
ッ
フ
)
は
中
国

の
大
企
業
や
会
社

で
活
躍
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
職
種

に
お
け
る
必
須
条
件
は

一
般
的
に
若
い
美
人

で
、
酒

に
も
強

い
こ
と
で
あ
る
。
改
革
開
放
前
に
な

か

っ
た

「牧
款
小
姐
」

(レ
ジ
娘
)、

「礼
伎
小

姐
」

(イ

メ
ー
ジ
ガ

ー

ル
)
、
「服
装
模
特
」

(フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
)
、

「月
艘
」
(子
育

て
の
経
験
を
も
ち
妊
婦

の
出
産
後
の
世
話
す
る
女
性
)
な
ど
の
職
業
が
流
行
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に

「等
駒
小
姐
」
(デ
パ
ー
ト
や
商
店

の
案
内
係
)、

「険
媛
」

(女
性
保
険
外
交
員
)
な
ど
、
女
性
の
新
し
い
仕
事

の
従
事
者
を
指
す

新
語
が
次
々
と
現
れ
て
き
た
。

近
年
、
中
国

で
は
保
険
業
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
き
た
の
で
、
保

険
商
品
も
多
く
な
り
、
そ
れ
を
セ
ー
ル
ス
す

る
外
交
に
従
事
す
る
人

は
数
万
人

に
も
上

っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
人
た
ち
は

「鉋
街
先
生
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「鉋
街
」
は
街
を
駆
け
回

る
こ
と
で
あ
り
、

「先

生
」
は
男
性

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「鉋
街
先
生
」
の
収
入
の
大
部
分
は

歩
合
で
あ
り
、
歩
合
率
は

一
般
に
二
五
-
三
五
%
で
あ
る
。
平
均
月

収
は
六
千
元
程
度

で
あ
る
が
、
営
業
成
績

の
い
い
人
の
月
収

は
三
-

四
万
元
に
上
る
と

い
う
。
業
界
の
現
実
と
し

て
女
性
の
外
交
員
が
や

は
り
だ
ん
だ
ん
多
く
な
り
、
「険
艘
」
と
い
う
呼
称
が
す
で
に
現
れ
て

い
る
。
「鉋
街
小
姐
」
と
い
う
言
い
方
を
私
は
耳
に
し
た
こ
と
が
ま
だ

な
い
が
、
こ
う
し
た
呼
び
方
も
い
つ
か
は
出

て
く
る
だ
ろ
う
。
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四

不
適
当
な
呼
称

「打

工
仔
」

前
章
で

「打
工
仔
」
と
い
う
新
語
を
紹
介
し
た
が
、
筆
者
は
こ
の

「打
工
仔

」
と
い
う
呼
び
方
に
抵
抗
が
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と

「仔
」

は
中
国
語

の

「息
」
と
同
じ
発
音

で
あ
る
。

「患
」
は
中
国

の
福
建

省
、
広
東

省
あ
た
り
で
は
男
の
子
供
の
意
味

で
あ
る
が
、
も
し

「患
」

の
後
ろ
に

「子
」
を
付
け
れ
ぼ

「患
子
」
で
、
「恵
子
」
は
動
物

の
子

供
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て

「狗
恵
子
」
「免
息
子
」
と
い
う
言

葉

は
中
国

で
は
多
く
の
場
合
に
、
人
を
罵
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
「打

工
仔
」
と
い
う
呼
び
方

に
人
を
軽
く
見
る
響
き
を
感
じ
る
人

は
多

い
だ
ろ
う
。

一
方
で
都
市
出
身

の
労
働
者
は

「打
工
仔
」
と
呼

ぼ
な

い
で

「打
工
的
」
「藍
領
」

(ブ

ル
ー
カ
ラ
ー
)
と
呼
ぶ
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
新
語

の
出
現
に
は
い
ろ
い
ろ
な
社
会
的
意
味

が
伴
う
が
、
新
た
な
差
別
や
差
別
語

の
道
具
と
し
な
い
よ
う
、
慎
重

な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

呼
称
は
人
間
社
会

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
符
号
と
し
て
、
民

族
文
化
、
風
俗
文
化
に
か
か
わ
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
社
会
や
世

情

の
変
遷

の
な
か
で
、
継
承
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
し
、
変
化
す
る
も

の
も
あ
る
。
中
国
語

の
呼
称
語
を
す
べ
て
を
日
本
語
に
訳
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
親
族
関
係
の
呼
称
語
を
見
て
も
自
分

の
親
、
兄
弟
な
ど

の
呼
称

は

一
対

一
的
に
対
応
訳
語
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
も

あ
る
が
、
日
本
と
中
国
の
文
化
的
背
景
や
国
情

が
違
う
の
で
、
そ
う

簡
単
に
で
き
な
い
も
の
が
多

い
。
ま
し
て
、
親

族
以
外

の
社
会
的
呼

称
は
な
お
さ
ら
対
応
を

つ
け
る
の
が
難
し
い
。

呼
称
語
は
ほ
か
の
品

詞
と
違

っ
て
、
歴
史
性
と
時
代
性
が
あ
り
、
親

族
呼
称
語
に
比
較
的

形
式
上
の
安
定
が
あ
る
ほ
か
は
、
人
の
社
会

上
の
存
在
様
式
や
人
間

関
係

の
あ
り
方
の
時
代
に
よ
る
変
化
や
多
様

化
を
反
映
し
、
変
わ
る

も
の
で
あ
る
。
新
語
に
見
ら
れ
る
中
国
語

の
呼
称
語
は
中
国
に
お
い

て
も
年
配

の
方
や
社
会

の
変
化
に
対
応
が
遅
れ
て
い
る
人
に
と

っ
て

は
理
解
し
に
く
い
面
が
あ
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。

注〈1
>

『漢
語
新
詞
語
』
北
京
語
言
学
院
出
版
社
、
一
九
九

一
年
-

一
九

九
四
年
毎
年
出
版
。
宋
子
然
主
編

『漢
語
新
詞
新
語
年
編
』
四
川
人

民
出
版
社
、
一
九
九
七
ー
二
〇
〇
〇
年
。
『
五
十
年
流
行
語
詞
語
』
山

東
教
育
出
版
社
、

一
九
九
九
年
。
『現
代
漢
語
新
詞
語
詞
典

一
九
七

八
-
二
〇
〇
〇
』
花
城
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
『新
華
新
詞
語
詞

典
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
。

〈
2
>

『現
代
漢
語
詞
典
』
(修
訂
本
)、
中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所

詞
典
編
輯
室
編
、
商
務
印
書
館
、

一
九
九
六
年
。

〈
3
>

注
〈2
>
に
同
じ
。
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